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菌
床
し
い
た
け
を
雫
石
の
特
産
品
に
し
た
い

が
発
生
し
な
い
よ
う
神
経
を
使

い
、
菌
床
の
状
態
に
目
を
光
ら

せ
て
い
る
。

　

菌
床
し
い
た
け
の
魅
力
は
、

「
上
手
く
栽
培
管
理
で
き
れ
ば
１

年
間
を
通
じ
収
穫
で
き
、
更
に

規
格
外
の
も
の
も
乾
燥
な
ど
加

工
す
れ
ば
出
荷
で
き
る
た
め
安

定
し
た
収
入
が
見
込
め
る
こ
と
。

そ
し
て
何
よ
り
も
肉
厚
で
美
味

し
い
こ
と
。」
と
大
河
さ
ん
は
話

す
。

　

今
後
は
、「
管
理
技
術
を
磨
き

収
量
を
増
や
し
て
収
入
を
上
げ
、

５
年
以
内
に
施
設
を
倍
の
４
棟

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
。
将
来
は
、

菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
の
生
産
工
場
を

整
備
し
町
内
で
一
貫
生
産
で
き

る
環
境
を
整
え
、
他
の
若
い
人

も
就
農
し
や
す
い
よ
う
に
し
、

菌
床
し
い
た
け
を
雫
石
の
特
産

品
と
し
て
町
外
に
広
め
た
い
。」

と
大
河
さ
ん
は
夢
の
実
現
に
向

け
て
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
に
新
規
就
農
し
た

櫻
田
大
河
さ
ん
（
駒
木
野
・23
才
）

は
現
在
21
ア
ー
ル
の
農
地
に
建

て
た
施
設
２
棟
を
利
用
し
、
菌

床
し
い
た
け
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

大
河
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後

す
ぐ
に
実
家
の
農
業
を
手
伝
い

始
め
、
３
年
間
祖
父
の
政
治
さ

ん
や
他
の
先
輩
農
家
か
ら
菌
床

し
い
た
け
の
栽
培
技
術
を
学
び
、

平
成
28
年
３
月
に
認
定
新
規
就

農
者
と
な
り
独
立
し
た
。
現
在

は
、
祖
父
か
ら
農
地
と
施
設
１

棟
を
借
り
受
け
た
他
、
新
た
に

１
棟
を
整
備
。
施
設
２
棟
で
出

荷
時
期
を
ず
ら
し
て
合
計
12
千

菌
床
で
通
年
出
荷
を
し
て
い
る
。

　

菌
床
は
お
が
く
ず
を
ブ
ロ
ッ

ク
状
に
袋
詰
め
し
植
菌
仕
立
て

の
状
態
で
秋
田
の
業
者
か
ら
仕

入
れ
、
８
个
月
間
の
栽
培
管
理

後
に
収
穫
可
能
と
な
る
が
、
施

設
の
温
度
と
湿
度
の
管
理
が
重

要
で
、
特
に
夏
季
に
高
温
障
害
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昨
年
12
月
８
日
、
町
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
雫
石
町

農
業
経
営
者
協
議
会（
櫻
糀
哲
也
会
長
）

が
主
催
し
、
雫
石
町
の
担
い
手
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
農
業
関
係
者
が
集
ま
り
、

広
く
意
見
の
交
換
を
行
お
う
と
企
画
さ

れ
、
県
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
の
中

南
博
課
長
を
は
じ
め
、
県
農
業
会
議
、

県
農
業
公
社
、
農
林
課
、
JA
新
い
わ
て

の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
か
ら
は
菅
原
会

長
を
は
じ
め
委
員
３
名
が
出
席
し
、「
農

用
地
集
積
・
集
約
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
県
農
業
公
社
か
ら
、「
農
地
中

間
管
理
事
業
を
開
始
し
て
３
年
目
と
な

る
が
、
今
年
度
の
実
績
は
借
入
れ
、
貸

付
と
も
に
目
標
の
３
割
程
度
。
理
由
は

貸
し
手
が
平
地
か
ら
中
山
間
地
に
移
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
は
集
約
化
に

力
を
入
れ
た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、「
中
間
管
理
事
業
で

団
地
化
も
含
め
た
形
で
集
積
で
き
る
と

受
け
手
と
し
て
は
助
か
る
」、「
中
間
管

理
事
業
を
通
じ
集
積
は
進
ん
で
き
て
い

る
が
、
中
山
間
地
域
の
基
盤
整
備
が
行

わ
れ
て
い
な
い
小
規
模
圃
場
を
集
約
化

す
る
事
業
が
必
要
。
条
件
が
悪
い
と
こ

ろ
を
ど
う
管
理
す
る
べ
き
か
」、「
集
約

を
進
め
て
い
る
経
営
体
そ
の
も
の
が
年

を
取
っ
て
き
て
お
り
、
５
年
後
、
10
年

後
が
心
配
。」、「
人
に
対
し
て
の
集
約
と

家
族
経
営
体
に
も
助
成
が
ほ
し
い
」
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
南
課
長
よ
り「
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
が
、
こ
れ
か
ら
集
積
・
集

約
に
も
必
要
。
小
規
模
で
も
集
約
に
力

を
注
ぎ
た
い
と
い
う
声
も
承
知
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
は
若
い
人
を

引
き
付
け
る
魅
力
と
な
る
の
で
は
。」と

の
話
が
あ
り
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
会
で
述
べ

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
意
見
を
、
雫
石
町
農

業
委
員
会
の
活
動
計
画
に
農
家
の
声
と

し
て
反
映
さ
せ
、
雫
石
町
農
業
の
振
興

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

改
正
農
業
委
員
会
法
が
平
成
28
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
農
業
委
員
会
組

織
は
法
令
業
務
に
加
え
て
新
た
に
必
須

業
務
と
さ
れ
た「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
」
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
特

に
も「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積・

集
約
化
」
及
び「
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
」
に
高
い
成
果
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
の
資
質

向
上
の
た
め
農
地
利
用
最
適
化
に
係
る

研
修
会
を
２
回
行
い
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
、
12
月
20
日
に
岩
手
県
農

業
会
議
の
三
浦
農
地
・
経
営
部
長
よ
り
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
活
動
の
活
動
事

例
な
ど
を
交
え
た
講
義
を
頂
き
だ
き
ま

し
た
。

　

２
回
目
は
、
１
月
22
日
に
岩
手
県
農

地
中
間
管
理
機
構
岩
手
県
農
業
公
社
の

吉
田
農
地
対
策
部
長
と
藤
田
農
地
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
利
用
し
た
農
地
の
集
約
化
や
最

適
化
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
頂
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
農
地
・
農
政
に
関
す
る
相
談

に
お
役
に
立
て
る
よ
う
制
度
に
関
す
る

こ
と
や
、
事
例
研
修
な
ど
を
し
て
い
き

ま
す
。　

農
地
利
用
最
適
化
に
係
る
農
業
委
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

雫
石
町
の
担
い
手
意
見
交
換



平成30年３月　 しずくいし農業委員会だより3

　

東
日
本
大
震
災
、
津
波
か
ら
７
年
目

を
迎
え
、
徐
々
に
再
建
が
進
ん
で
お
り

早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
願
い

ま
す
。
一
方
、
平
成
28
年
８
月
の
台
風

10
号
に
よ
る
大
雨
災
害
が
沿
岸
地
域
を

中
心
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
１
日
も

早
い
本
格
復
旧
復
興
に
向
け
た
各
関
係

機
関
に
よ
る
力
強
い
支
援
と
地
域
の
皆

様
に
よ
る
尚
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
、
農
業
委
員
会
制
度
は
大
き
な
変

革
期
の
最
中
で
あ
り
ま
す
。
農
地
利
用

の
最
適
化
の
推
進
が
農
業
委
員
会
の
業

務
と
さ
れ
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
、
集
約
化
や
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
、
解
消
の
成
果
を
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

雫
石
町
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
30

年
５
月
か
ら
の
新
体
制
へ
の
移
行
に
向

け
て
、関
係
各
部
局
と
の
情
報
交
換
や
、

地
域
農
業
者
や
農
業
委
員
と
の
意
見
交

換
を
通
じ
、
地
域
の
状
況
を
知
り
得
た

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
選
任
さ
れ
、
農
地
利
用
の
最
適

化
の
推
進
の
た
め
、
農
地
中
間
管
理
機

構
と
の
連
携
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
連
携
は
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
委

員
会
の
研
修
会
等
で
機
構
が
任
命
し
た

農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
意
見
交

換
を
通
じ
情
報
の
共
有
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
応
じ
た
活
動

の
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
、
関
係
機
関

は
も
と
よ
り
、
農
協
、
土
地
改
良
区
等

の
連
携
の
も
と
に
、
現
地
活
動
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
米
対
策
で
は
平
成
30
年
産
か

ら
見
直
し
が
行
わ
れ
、
米
の
直
接
支
払

い
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
、
大
規
模
経
営

で
は
大
き
く
収
入
の
減
少
に
な
り
、
農

地
の
集
積
が
進
む
の
か
心
配
さ
れ
ま
す

が
、そ
れ
に
代
わ
る
制
度
対
応
と
し
て
、

収
入
保
険
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
約
10
万
経
営
体
が
加
入
を
予

定
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
制
度
が
や

や
複
雑
で
農
業
現
場
で
の
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
、
制
度
的

理
解
の
促
進
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
者
が
、
将
来
に
夢
と
希
望
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、

地
域
の
農
業
者
の
期
待
に
応
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
及
び
関
係

機
関
、
団
体
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度

農
業
委
員
会
新
体
制
へ
の
移
行
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
雫
石
町
農
業
委
員
会
会
長　

菅
　
原
　
久
　
耕

● 農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。

　国民年金　＋　農業者年金
● こんな方が 加入できます。

① 国民年金第１号被保険者
② 年間60日以上農業に従事
③ 20歳以上60歳未満の方

● 積立方式  だから自分がかけた金額は年金として 生涯もらえます。
● 保険料は いつでも変更 できます。月々２万円から６万７千円まで

● 支払った保険料は全額社会保険料控除 となり、所得税や住民税等の 節税  になります。　
● 政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　 　例：認定農業者等で青色申告者で35歳未満の人は10,000円（５割）補助

問い合わせ先　雫石町農業委員会事務局　TEL（019）692－6595まで

農業者年金で安心・豊かな老後を
～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～
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１．田の部
地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考

雫 　 石 9,100 15,000 4,200 104
御 　 所 7,400 13,000 1,000 116
西 　 山 9,000 15,000 3,000 226
御 明 神 8,300 12,000 3,900 136

（参考）雫石町平均 8,500 582

２．畑の部
地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考

雫 　 石 4,700 9,600 3,000 4
御 　 所 2,500 7,000 1,100 20
西 　 山 8,600 12,000 5,000 8
御 明 神 10,000 10,000 10,000 1

（参考）雫石町平均 4,400 33
 

雫石町農地賃借料情報

　平成29年1月から同年12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当り ) は以下のとおり
です。
　　　　平成 30 年 1 月 22 日

雫石町農業委員会

※ 1　データ数は、集計に用いた筆数です。     
※ 2　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり 10,600 円に換算しています。
※ 3　金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としています。     
※ 4　「（参考）雫石町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値です。

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

農地法第３条（農地の貸借・売買） 2 1 4 4 4 0 1 10 1 17 0 3

農地法第４条（農地の自己転用） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

農地法第５条（売買・貸借による転用） 4 0 2 2 ４ 0 1 3 2 0 0 4

農地利用集積計画（農地の貸借・売買） 16 9 5 1 1 26 0 5 0 11 7 8

農地法適用外証明（農地ではないことの証明） 8 0 4 3 1 0 1 2 1 2 2 2

月 葬祭費 会費、お祝い
５ 月 １件 5,000 円
９ 月 １件 6,000 円
12 月 １件 5,000 円 １件 5,000 円
２ 月 １件 4,000 円

【会長交際費とは】
会長が農業委員会を代表し外部との交渉、情報収集、町政協力
者への謝意を表すために支出する経費で、会費や香典などです。

農業委員会総会審議状況
（件）

情報公開
　　　　　●会長交際費執行状況
会長交際費内訳（H29.3 月～ H30.2 月）

（単位：円、筆）

（単位：円、筆）

編

集

後

記

　

今
年
は
雪
も
多
く
、
寒
さ
も
厳
し

い
年
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
改
正
農

業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
雫
石
町

農
業
委
員
会
も
、
今
年
５
月
よ
り
新

体
制
に
入
り
ま
す
。
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
果
た
す

役
割
は
、
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
蓄
積
を
踏
ま
え

「
農
地
を
守
り
、
活
か
す
」
事
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
春
作
業
も
始
ま
り
ま
す
。

体
調
と
、
作
業
安
全
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

(

編
集
委
員
　
米
　
澤
　
和
　
秋)

　

農
業
委
員
と
い
う
未
知
の
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
て
３
年
余
り
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
仲
間
の
皆

様
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
１
日

１
ミ
リ
・
の
精
神
で
務
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
あ
っ
！
と
い
う
間
の
３

年
間
で
し
た
。（
勝
手
に「
仲
間
」
と
言

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
事
を
お
許

し
く
だ
さ
い
）

　

今
年
５
月
か
ら
新
し
い
農
業
委
員

会
組
織
が
発
足
さ
れ
ま
す
。
大
い
に

期
待
し
つ
つ
今
後
も
農
業
委
員
会
だ

よ
り
に
お
目
通
し
い
た
だ
け
ま
す
事
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
最
後

の
ツ
ブ
ヤ
キ
で
し
た
。）

(

編
集
委
員
　
八
丁
野
　
よ
し
子)

　

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て 

　
　
近
年
、
町
内
の
遊
休
農
地
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
　
農
地
が
遊
休
化
す
る
と
、
害
虫
の
増
加
、
有

害
鳥
獣
の
潜
入
な
ど
、
周
辺
農
地
へ
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は
適

正
な
管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
▼
問
合
せ
先
：
雫
石
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
▼
電
　
　
話
：
６
９
２
ー
６
４
１
４


